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12 一 知識 の 書 


@ 知識 の 徳 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 的 アッ ラー は 、 あ な た 方 の 内 で 信仰 する 者 た 
ちと 知識 を 与え られ た 者 の 位階 を 上 げ ら れる 。 ア ッ ラ ー は あな た 方 が 行う こと を 実に よく 
通 暁 され て お られ る 。 6 (クル アー ン 58 : 11) 





ーー デビ ウデ ー ャ ツマ ダー マデ ルー バー セリ ー ( 役 に ア デッラ テー の ご こ 商人 旧 あ れ ) 人 言 いま いり 
た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) の も と で 、 敬 度 で イ バ ー ダ 
(崇拝 行為 ) に 熱心 な 1 人 の 男 と 、1 人 の 学者 が 言及 され まし た 。 す る と アッ ラー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “ 敬 度 で イ バ ー ダ ( 畠 拝 行為 ) に 
熱心 な 男 に 対す る 学者 の 優越 性 は 、 あ な た 方 の 内 で 最低 の 位階 に ある 者 に 対す る 私 の 優越 
性 の よう な も の で ある 。” そし て アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 
は 言い まし た : “実に アッ ラー と その 天使 た ち 、 諸 天地 に ある 全て の 存在 は ( 地 の ) 穴 の 
中 に いる 賊 や ( 水 の 中 に 棲む ) 魚 に 至る まで 、 人 々 に よい こと を 教え る 者 を 祝福 する 。"」 
(アッ テニ ティ ルミ ズィー の 伝承 り ) 














@ 知識 を 追求 する 者 の 徳 、 及 びそ れ が 言葉 や 行い に 先立つ こと : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ まし た : 所 そし て アッ ラー の 他 に 真 に 財 拝 すべ きも の 
が な いこ と を 知り 、 あ な た と 男女 の 信仰 者 た ちの 罪 を 各 う の だ 。 ア ッ ラ ー は あな た 方 の 
(現世 に お ける ) 一 挙 一 動 も 、 あ な た 方 の (来世 に お ける ) 行き 先 も ご 存 知 な の で ある 。 四 
(クル アー ン 47 : 19) 





2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 争 そ し て 言え 、「 主 よ 、 私 の 知識 を お 増やし 下 
さい 。」 つ (クルアーン 20 : 114) 

3 一 アプ ブー* プ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満 憶 あ れ ) は 言い まし た :!「 デ アッラー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :“・・・ そ し て 知識 を 求め て 道行 
く 者 は 、 ア ッ ラ ー が 彼 に 天国 へ の 道 を 易しく し て くれ る で あろ 2 う 。"」( ム スリ ム の 伝承 う 








信正 し い 導き へ と いざ な うこ と の 条 : 


アブ ー・ フ ライ ラ (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ 
ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :「 正 し い 導 き へ と いざ な う 者 に は 、 そ れ に 徒 











し 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2685) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2161) 。 
。 サ ヒ ビーフ ・ ム スリ ム (2699)。 
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っ た 者 が 得る 報奨 と 同じ 報 所 が 彼 に も 与え られ る 。 そ し て それ に よっ て 彼ら (導き に 従っ 
た 者 た ち ) の 報 胡 か ら は 少し た り と も 差し 引き され る こと は な い 。 そ し て 迷 雪 へ と いざ な 
う 者 に は 、 そ れ に 従っ た 者 が 得る 罪 と 同じ 罪 が 彼 に も 与え られ る 。 そ し て それ に よっ て 彼 
ら (導き に 従っ た 者 た ち ) の 罪 か ら は 少し た り と も 差し 引き され る こと は な い 。」( ム スリ 
ム の 伝承 う ) 


@ 知識 を 伝達 する こと の 義務 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : とこ れ は 彼ら が それ で も っ て 警告 され 、 か れ 
(アッ ラー) こそ が 真 に 祭 拝 され る べき 唯一 の 存在 で ある 事 を 知り 、 知 識 あ る 者 た ち が 熟 
慮 する た め の 人 々 へ の 伝 達 で あや る 。 四 (クル アー ン 14 : 52) 


2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 
平安 と 祝福 あれ ) の 最後 の 巡礼 に 関す る 伝承 の 中 で 、 彼 が この よう に 言っ た と 伝え て いま 
す :「・・・ こ こ に いる 者 は ( 今 私 か ら 聞 いた も の を ) 不在 者 に 伝え よ 。 と いう の も この 
場 に 居合 わせ た 者 は 、 そ れ を 彼 よ り 理 解 力 の 優れ た 者 に 伝達 する か も し れ な いか ら で あ 
る 。」 (アル テ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 





3 一 アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ア ュ メル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「( ク ルアー ン の ) 一 旬 で も よい か 
ら 、 私 (の 伝え た 言葉 ) を 伝達 する の だ 。」( ア ル テ ブ ハー リー の 伝承 9 





@ 知識 を 隠蔽 する 者 に 対す る 徐 玉 : 





1 一 至高 な る アッ ラー は こう 仰 ら れ て いま す : 李 実 に われ ら (アッ ラー の こと ) が 下 し 
た 明 証 と 正しい 導き を 、 啓 典 に お いて 人 々 に 明らか に し た 後に 隠蔽 する 者 た ち は 、 ア ッ ラ 
ー の ご 慈悲 か ら 遠 ざけ られ 、( 天 使 や 人 々 、 そ の 他 の 生物 な ど ) 全て の も の か ら 見 放さ れ 
る で あろ う 。 し か し 悔 畜 し 、( 行 い を ) 改め 、( 陣 蔽 し て いた も の を ) 明らか に する 者 た ち 
は 別 で あり 、 彼 ら に 関し て は われ が 彼ら の 悔 惜 を 受け 入れ る で あろ う 。 わ れ は よく 悔 悟 を 
受け 入れ る 、 慈 悲 深い お 方 で ある 。EB (クル アー ン 2 : 159 一 160) 





2 一 アプ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ テー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “何ら か の 知識 に つい て 誠 ね られ 
た の に それ を 隠蔽 し た 者 は 、 審 判 の 日 に アッ ラー が 彼 に 炎 の くつ わ を 能 め させ られ る で あ 
ろう 。」 (ジー・ グ ー ウ ツー ド と アッ テディ ルミ ペイ ィ ー の 伝承 り 








3 ササ ヒー フ ・ ム スリ ム (2674) 。 

4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (67) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1679)。 文章 は ムスリム の も の 。 

5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3461)。 

8 真正 か つ 良 好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ビー・ ダ ー ウ ー ド (3658) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ビー・ ダ ー ウ ー ド (3106) 、 ス 
ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2649)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2135)。 文章 は アブ ー。 ダー ウー ド 
の も の 。 
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@ アッ ラー の た めで な くし て 知識 を 求め る 者 へ の 徐 罰 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 抱 ・・・ そ し て 知識 の な い 人 々 を 迷わ せる が 
た め に 、 ア ッ ラ ー に 対し て (か れ が 合法 と され た も の を 非 合 法 で ある な ど と し て ) 嘘 を つ 
く よ う な 慕 ほ ど 罪 深い 者 が あろ うか ? 実 に アッ ラー は (真理 に 対し て ) 不正 を 働く 者 を お 
導き に は な られ な い の だ 。 還 (クル アー ン 6 : 144) 


2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 争 そ し て あな た 方 が 語る 言葉 ゆえ に ( 何 の 根 
拠 も な く ) 「 こ れ は 合法 で ある 。 そ し て これ は 非 合 法 で ある 。」 な ど と 嘘 を つい て は な ら な 
い 。 そ うす れ ば あな た 方 は アッ ラー に 対し て 嘘 を つく こと に な る で あろ う 。 実に アッ ラー 
に 対し て 嘘 を つく 者 た ち は 成 功 し な い 。 (彼ら に は 現世 に お ける ) 僅か な 享楽 が ある が 、 
(来世 で は ) 痛烈 な 懲罰 が 待ち 受け て いる の で ある 。 四 (クル アー ン 16 : 116 一 117) 








3 一 アデ ブー・ フ ライ ラ ( 役 に ア ッ ラ ー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “私 に 対 し て 意図 的 に 嘘 を つく 者 
は 、 地 獄 の 業火 に 居 を 構え させ よ 。“」 (アルテ ブ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 り 





@⑯ 知識 を 学び 、 か つ そ れ を 教え る 者 の 徳 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 外し か し (本 来 の 預言 者 と いう も の は ) こう 
言う の だ :「 あ な た 方 は あな た 方 が 啓典 に つい て 学識 に 秀 で 、 か つ 知 識 を 求め て いる ( そ 
の 立場 ) ゆえに アッ テラ テッ パ ー ニ ーー" と な る の だ 。」 思 (クル アー ン 3 : 79) 


2 一 アブ ー・ ム ー サ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :!「 ア ッ ラ ー が 正しい 導き と 知識 を も っ て 私 を 遣わ 
され た 事 は 、 あ た か も 大 地 に 降っ た 豊富 な 慈 二 の よう な も の で ある 。 それで 大 地 の 中 に は 
それ を 吸収 し 、 植 物 を 沢山 茂 ちら せ る 肥 浜 な も の も あれ ば 、 不 毛 の 地 で あっ て も ( 水 を 吸収 
せ ず に ) せき 止め 、 そ れ で も っ て アッ ラー が 飲料 や 用 水 や 瀧 輝 な ど に お いて 人 を 益 す る も 
の も ある 。 ま た 別 の 土地 は 不毛 か つ 平 坦 で 、 水 を 区 える こと も な けれ ば 植物 を 茂 ら せる こ 
と も な い 。 そ し て これ ら は アッ ラー の 宗教 に お いて 理解 を 深め た 者 と 、 ア ッ ラ ー が 私 を 遺 
わ さ れ た と ころ の も の で も っ て 人 を 益 し 、 知 りか つ 教 えた 者 と 、 そ し て それ に お いて 知識 
を 得る こと も な けれ ば 私 が 遣わ され た と ころ の アッ ラー の 導き を も 受け 入れ な か っ た 者 た 
ちの 貴 え な の で ある 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 %) 











3 一 アブ ー・ マ スウ ー ド ( 役 に ア ッ ラ ー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 預 言 者 ( 彼 に ア 





7 サ ヒ ビーフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (110) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (3)。 文章 は ムスリム の も の 。 

訳者 注 : アッ ラー の 宗教 に 関す る 学識 が 豊か で 、 散 度 か つ 教 育 熱 心 な 者 。 

サ ヒ モーフ ・ ア ル ニ プ ハー リー (79) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2282)。 文章 は アデ ルー ニブ ハー リー の も の 。 
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ッ ラ ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “(次 に 述べ る ) 2 人 の 者 以外 に 義 望 すべ き 
者 は いな い : (1 人 は ) アッ ラー が 財 を お 与え に な られ た が 、 自 ら の 難 半 を 抑え 、 そ れ を 正 
し い 道 に お いて 使い 果たし た 者 。 そ し て (も う 1 人 は ) アッ ラー が 英知 を お 授け に な り 、 
それ で も っ て 行い 、 か つ そ れ を 教え た 者 で ある 。"」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 
9) 


@ 知識 の 差し 押さ えと その 形 : 





1 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 が アッ ラー の 使徒 (後に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) か ら 開 いた 話 を し よう か ? あ な た 方 は 私 の 後 、 そ れ を 聞い 
た 者 た ちか ら そ の 話 を 聞く こと は な い だ ろ 2 う : “審判 の 日 の 予兆 の 1 つ は 、( イ スラ ー ム 
の ) 知識 が 押収 され 、 無 知 が 葛 延 し 、 ズ アブ ー ( 洋 ) が 横行 し 、 飲 酒 が 見 られ る こと で 
ある 。 そ し て 男 1 人 に 対し て 女 50 人 に な る まで に 、 男 性 の 数 が 激減 し 、 女 性 が 残る で あ 
ろう 。」 (アデ ループ ハー リー と みろ スリム の 伝承 り 





2 ニョ グン ドッ シー イツ ダッ デム ルッ ツジ シュア ルー アデ アー スズ (役人 アッ プー の と 清 悦 あめ 
れ ) は 言い まし た :「 私 は アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 
言う の を 聞き まし た : “実に アッ ラー は 、 し も べから 知識 を 奪う よう に し て 差し 押さ えら 
れる わけ で は な い 。 し か し 学者 た ち を 差し 押さ える こと に よっ て 、 知 識 を 差し 押さ えら れ 
る の で ある 。 そし て 学者 は 1 人 と し て いな く な り 、 人 々 は 無知 な 者 た ち を 主導 者 と し て 選 
ぶ こ と に な る 。 彼ら (無知 な 者 た ち ) は 質問 され れ ば 知識 も な くし て 答え 、 自 ら 迷 い 、 そ 
し て 他 の 者 た ちら を も 迷わ せる の だ 。"」 (アル テ ブ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 うり 








@ 宗教 に お いて 理解 を 深め る こと の 徳 : 


1 デフ マイ ドッ ジジ ドア グ ドッ ジラ ク マー ン は よび デー イル ( 修 避 ア ッ ラ シー の ご 満 例 あ 
れ ) が 次 の よう に 言う の を 聞き まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平 
安 あ れ ) は 言い まし た : “アッ ラー は 誰か に よき も の を お 望み に な る 時 、 彼 の 宗教 理解 を 
深め られ る 。 ア ッ ラ ー こ そ が 全て を お 与え に な られ る お 方 で あり 、 私 は その 分 配役 で ある 。 
そし て この ウン マ (イス ラー ム 共 同体 ) は 、 彼 ら に 対す る 者 た ち に 勝利 し 続け る で あろ う 。 
アッ ラー の ご 命令 が や っ て 来る まで 、 彼 ら は 勝利 し て いる の だ 。”」( ア ル テ ブ ハー リー と 
ムスリム の 伝承 











2 一 ウス マー ン ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 聞 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 
祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 あ な た 方 の 内 で 最善 の 者 は 、 ク ルアー ン を 学び 、 そ し 








0 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (73) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (816)。 文章 は アル ニテ ブ ハ ー リ ー の も の 。 

ロー サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (81) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2671)。 文章 は ムスリム の も の 。 

2 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (100) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2673)。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 

3 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3116) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1037)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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て それ を 教え る 者 で ある 。」 (アルテ プ ハ ー リ ー の 伝承 


⑯。 ズ プク グル ( 唱 念 ) の 場 の 徳 : 


現世 に は 天国 の 楽園 の 一 部 で ある 2 つの 楽園 が あり ます 。 そ の 内 1 つ は 定着 し た も の で 
す が 、 も う 1 つ は 時 と 場所 を 超越 し て その 都度 更新 され ます 。 








1 一 アプ ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 私 の 家 と 私 の ミン ン ヤ と (説教 壇 ) と の 間 に は 、 
天国 の 一 部 で ある 楽園 が ある 。 そ し て 私 の ミン ン シ レ と (説教 壇 ) は 私 の 水辺 "の 上 に 位置 し 
て いる の だ 。」( ア ル テ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 め 





2 一 アナ ス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 役 に ア ッ ラ ー の ご 満 悦 あ れ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「“ 天 国 の 楽園 に 入っ た ら 、 そ の 曹 
を 大 い に 食 む の だ 。” ( 教 友 た ち は ) 言い まし た : “天国 の 楽園 と は 何で すか ?” (アッ ラー 
の 使徒 は ) 言い まし た :“ ズ アク ルル ( 唱 念 ) の (集まり の ) 場 で あわ る 。"」( ア フ マ ド と アッ 
テテ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 














9 コー デジ アー ジラ イラ アジ ーー サイ ーー ドー デル ニン ドッ リー (0K5 に デッラ アー の ご 清 
悦 あ れ ) は 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 次 の よう に 言っ た と 証言 し 
て いま す :「 人 々 が 集まり 座っ て 偉大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー を ズ ィ ク ルル ( 唱 念 ) すれ ば 、 
天使 た ちら が 彼ら の 周り を 囲み 、 慈 悲 が 彼ら を 邑 う だ ろう 。 そ し て 彼ら の も と に は 静寂 が 訪 
れ 、 ア ッ ラ ー は か れ の 御 許 に ある 者 た ち 『 の 中 で 彼ら を 褒め て つか わ さ れ る で あろ 2。」 

(ムスリム の 伝承 ⑮) 











4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5027)。 

5 訳者 注 : 詳 し く は 「 最 後 の 日 へ の 信仰 - 預言 者 た ちの 水辺 」 の 章 を 参照 の こと 。 ち な み に こ の 伝承 は 、 マ ディ ー ナ 
の 預言 者 モス ク の こと を 指し て いま す 。 

6 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1196) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1391)。 

7 良好 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ャ ド (12551) 、 ス ナン ・ ア ッ = テ ティル ミズ イィ イー (3510) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ 
イル ミズ イー (2787)。 ア ッ テ ニス イル スイ ラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハ 、 (2562) 参照 。 

8 訳者 注 : 高 四 な 天使 た ちや 預言 者 た ちら の こと で ある と 言わ れ て いま す 。 ス ナン ・ ア ビー・ ダ ー ウ ー ド 解 息 「 ア ウ 
ヌ ・ ア ル テ マ アブ ー ド 」 参照 。 

9 ササ ヒー フ ・ ム スリ ム (2700)。 











知識 探求 者 の 諸 作 法 


念 知識 と は イ バ ー ダ ( 伺 拝 行為 ) で す 。 そ し て イ バ ー ダ (上 拝 行為 ) に は それ が 受け 入 
れ ら れる た め の 、2 つの 条件 が あり ます : つま り ① 至 高 の ア ッ ラ ー に 対す る プン ラー 
スズ ( 真 黄 さ ) と 、② ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 手法 に 
則 る こと で す 。 そ し て 学者 は 預言 者 た ちの 後継 者 、 と 言わ れ ま す が 、 知 識 に も 様々 な 
カテ ゴリ ー が あり ます 。 そ の 中 で 最も 位階 が 高く 、 楽 蒼 喜 く 、 純 粋 な も の が 、 駐 言 者 
た ちと 諸 使 徒 が 提供 し た と ころ の アッ ラー と その 美 名 、 そ の 属性 、 そ の 行為 、 そ の 宗 
教 、 そ の 法規 定 に 関す る 知識 な の で す 。 

















至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 古 そし て アッ ラー の 他 に 真 に 祭 拝 す べき も の が な 
いこ と を 知り 、 あ な た と 男女 の 信仰 者 た ちの 罪 を 各 う の だ 。 ア ッ ラ ー は あな た 方 の (現世 
に お ける ) 一 挙 一 動 も 、 あ な た 方 の (来世 に お ける ) 行き 先 も ご 存 知 な の で ある 。 四 ( ク 
ルアー ン 47 : 19) 


@ 知識 に も 諸 作 法 が あり ます 。 そ の 中 に は 知識 自体 に 関す る も の も あれ ば 、 そ れ を 学ぶ 
者 に 関す る も の も あり ます 。 そ し て 以下 に 示す も の は それ ら に 関し て の 概略 な の で す 。 





1 一 教師 の 諸 作 法 


@ 謙 交 と 慎み 深 さ : 





至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 争 そ し て あな た に 従う 信者 た ち に 慎み 深く あれ 。g 
(クル アー ン 26 : 215) 


信 高い 人 格 : 





1 一 至高 の アッ ラー は その 預言 者 に こう 仰 ち られ まし た : 争 そ し て あな た は この 上 な い 人 
格 を 備え て いる 。EB (クル アー ン 68 : 4) 





2 一 至高 の アッ ラー は その 預言 者 に こう 仰 ら れ ま し た : 許し の 心 を 持ち 、 善 を 命じ 、 
無知 な 者 た ちか ら 遠 ざか れ 。 (クル アー ン 7 : 199) 


@ 人 々 が 飽き た り 離 れ て 行っ た り し な いよ う 、 知 識 と 訓 戒 の 伝授 に お いて 適当 な 時 節 を 
選ぶ こと : 





イブ ン ・ マ スウ ー ド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 預 言 者 (後に アッ 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 私 た ち が 退 屈する の を 嫌っ て 、 私 た ち に 訓 戒 を 与え る ( 適 
当 な ) 時 を 日 々 の 中 か ら 選 ん で いま し た 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ) 





@ (教授 に お いて ) 十分 な 声 を 上 げ 、 人 々 が 理解 出来 る よう 2 回 3 回 と 繰り 返す こと 





1ー デ グ ドッ ラー・ デ プン ジン ャ アム ル ( 後 ら に アッ テー の ざ ご 満 民 あれ) は 言い まし た | 下 た 
ちの ある 旅路 に お いて 、 駐 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 私 た ちの 後方 を 
歩ん で いた こと が あり まし た 。 そ し て 彼 が 私 た ち に 追い つい た 時 、 テー (礼拝 ) の 時 間 
が 来 て 、 私 た ち は ウ が ゥ ラー" を し まし た 。 そ し て 私 た ち が 足 を (きち ん と 洗わ ず に ) 軽く 
撫で て 済ま せよ うと する と 、( 言 者 は ) 大 き な 声 で 2 回 か 3 回 こう 言い まし た : “地獄 の 
業火 に 晒さ れる 貴 に 、 災 いあ れ ぞ 。”」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 














2 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 問 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 
平安 あれ ) は 何 か 話 す 時 に は 、 人 々 が 理解 出来 る よう 3 回 繰り 返し た も の で し た 。 そ し て 
人 々 の も と を 訪れ た 時 に は 、 彼 ら に 3 回 挨拶 し た も の で し た 。 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 
3) 


@ 忌 む べき 物事 を 眼 に し た り 耳 に し た り し た 時 、 訓 戒 や 教授 に お いて 怒り を 表現 する こ 


(て 





アプ ブー・ マ スウ ー ド ・ ア ル = テ アン サー リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし 
た :「 あ る 男 が いい まし た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 何 基 は 礼拝 (を 率い る 際 に それ ) を と て 
も 長 引 か せる の で 、 私 は (集団 ) 礼拝 に 参加 する の が 億 区 で す 。" そし て 私 は その 日 ほど 、 
預言 者 が 訓 戒 に お いて 激しい 怒り を 表し た の を 見 た 事 が あり ませ ん で し た 。 彼 は 言い まし 
た : “人 々 (礼拝 を 率い る 者 た ち ) よ 、 あ な た 方 は (礼拝 者 た ち ) に 嫌 な 思い を させ て い 
る 。 人々 を 礼 振 で 率い る の な ら 、 軽 く 済 ませ る の だ 。 彼ら の 中 に は 病人 や 弱者 や 用 事 の あ 
る 者 た ちら もい る の だ か ら 。"」 (アルテ ブ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 る 














@ 時 に は 質問 され た 以上 の こと を 答え る こと : 


イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 あ る 男 が アッ ラー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) に 誠 ね む ま した:!" ス フグ クス は 何 を 衣服 と し て ま 











2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (68) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2821)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

41 訳者 注 : イス ラー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心 身 の 清 浄化 を 意図 し た 体 の 各部 位 の 洗浄 。 
ぞ 訳者 注 : つ まり 足 も 含め 、 洗 浄 す べき 体 の 部 位 を きち ん と 洗う よう に と の 注意 を 意味 し て いま す 。 

3 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (60) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (241)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (95)。 

5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (90) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (466)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

2 訳者 注 : 巡礼 を 行う 時 の 特別 な 状態 に ある 者 。 
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と いま すか ?” アッ ラー の 使徒 は 言い まし た :“ シ ャ ツ も ター バン も ズボン も フー ド 付 き 
の ロー ブ も まとう の で は な い 。 ま た 靴 の な い 者 以外 は 、 靴 下 も 履い て は な ら な い 。 そ の よ 
うな 者 ( 靴 の な い 者 ) は 靴下 を 履き 、 そ れ を くる ぶし 下 ま で 切り 取る の だ 。 そ し て サフ ラ 
ン や 香草 (つま り 和 水 ) の つい た 衣服 も まとっ て は な ら な い 。"」 (アル テ ブ ハー リー と ム 
スリ ム の 伝承 ) 

















⑯ その 知識 を 試す た め に 、 教 師 が 質問 する こと : 





イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “木々 の 中 に は 葉 の 落ち る こと の な い 、 
1 本 の 木 が ある 。 そ し て それ は ムスリム の よう で ある 。 そ れ が 何 か 話 し て くれ 。" する と 
人 々 の 考え は 、 砂 漠 の 木々 に 向かい まし た 。 私 (イブ プン ・ ウ マル ) は それ が ナツ メ ヤ シ の 
木 で ある と 思い まし た が 、 差 恥 心 ゆ え に それ を 言い 出す こと が 出来 ます せん で し た 。 そ れ か 
ら ( 教 友 た ち は ) 言い まし た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 そ れ が 何 な の か 教え て 下さ い 。” ( 太 
言 導 8) 言い まし た だ た ょ それ は ば は の ルル メル ヤツ の 洒 で ある | デル ラブ プ ハ ー リ ルー と み ズ 旧 ま の 
伝承 や) 




















@ 一 般 人 に 向け て 間際 ら しい 事 を 言わ な いこ と 。 ま た 誤解 され る 恐れ が ある の な ら 、 あ 
る 種 の 人 々 に は ある 種 の 知識 に は 言及 し な いで お く こ と : 


ME 2 9 アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 
祝福 と 平安 あれ ) と ム ア ー ズ は 乗り 物 用 の 家畜 に 相乗 り し て いま し た 。「( 玉 言 者 は ) 言い 
まし た :“ ム アー ズ ・ ブ ン ・ ジ ャ バル よ 。 3 の 8 い 回 計ら 2 ツゲ 

ッ ラ ー の 使徒 よ 。 何 で も 仰せ つか わし 下さ い 。” (預言 者 は ) 言い まし た : “ 誰 で も 心から 
電 目 涼 も 用 ー マ イ ク ー の ハックル クア シタ アー の の の の ウン ング ーッ クー パイ ア メラ アー の 他人 

真 に 崇拝 すべ きも の は な く 、 ム ハン マ ド は その アッ ラー の 使徒 で ある )」 と 証言 する 者 は 
アッ テー が 彼 に 地 を 禁じ ちら れ る で あろ う 。”( ぬ アー グズ は ) 言い まし た デッラ テラー の 便 
徒 よ 、 こ の こと を 人 々 に 伝え て 吉 ば せ て も よい で し よう か の (人 還 言 者 は ) 言い まし た : 
“(そう する の で は な い 、 彼 ら は ) それ に 頼り 切っ て 怠け て し まう か ら な 。” そし て 預言 者 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 死後 、 ム アー ズ は 自ら が 罪 深 く ある の を 恐れ 、 
その こと に つい て 人 々 に 伝え まし た 。」 (アルテ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 9 


























人 @ も し それ より も 悪い こと が 起き る 恐れ が あれ ば 、 あ る 時 事 の 米 正 を ひと まず 放っ て お 
2 あの 


アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 聞 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝 
福 と 平安 あれ ) は 彼女 に こう 言い まし た :「 ア ー イ シャ よ 、 も し あな た の 民 が ジー と クウ 








2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1542) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1177)。 文章 は ムスリム の も の 。 
3 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (61) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2811)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (128) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (32)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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ー 了 (イス ラー ム 以 前 の 無明 時 代 ) か ら (イス ラー ム へ と ) 抜け 出 た ば か り の 者 た ちら で な 
けれ ば 、 私 は カアバ 神殿 を 一 旦 壊す よう 命じ 、 そ こ か ら 出 され た も の を そこ へ と 戻し 、 そ 
し て 地面 に くっ つけ 、 東 西 に 2 つの 門 を 付け 、 イ ブ プラー ヒー ム (が それ を 建設 し た と こ 
ろ ) の 基盤 の 上 に まで それ を 拡張 し た こと で あろ う 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝 
承 %) 





人 @ 男女 別に 教授 する こと : 





アデ ー で サザ サイード ャ デル テラ ジン ドゥ リー (人 に チッ ラー の ご 満悦 あれ ) 付 言 いま し た ) 
「 女 性 た ち が 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) に 言い まし た : “あな た を 男 
性 た ち に 取ら れ て ば か りな の で 、1 日 だ け で も 私 た ちの た め に 当て て 欲し い の で す が 。” そ 
れ で 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は ある 日 約束 を し 、 彼 女 た ち と 会 う 機 
会 を 持ち まし た 。 彼 は 彼女 た ち に 訓 戒 を 与え 、 命 じ ま し た が 、 そ の 中 で この よう に 言い ま 
し た : “3 人 の 子供 に 先立た れ た 女性 は 、 彼 ら が 彼女 の た め に 地獄 を 遮る 覆 いと な っ て くれ 
2520 の の の の の 容 必 が 斉 い まし た て 発 導 たれ だ の が に 2 人 だ つた だ ら ど りら です 
092  ( 参 言 者 は ) 言い まし た : 2 大 で や 、 で あめ る,"」 (ゲル テグ ハー リー と ムスリム の 令 
承 ?) 




















@⑯ 昼夜 を 問わ ず 、 滞 在 中 で も 旅行 中 で も 人 々 に 訓 戒 を 与え 、 教 える こと : 





1 一 ウン ム ・ サ ラマ (彼女 に アッ ラー の ご 滴 悦 あれ ) は 言い まし た :「 預 言 者 ( 役 に ア ッ 
ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は ある 晩 起き 出す と 、 こ う 言 いま し た : “上 祭 高 な る アッ ラー 
に 讃え あれ 。 今夜 (私 に ) 啓示 され た (近く 起こ る で あろ う ) 試練 の 何と 恐ろし いこ と か 。 
そし て 何と いう 数 々 の ( 皿 恵 と いう ) 宝庫 の ( 扉 ) が (近く ) 開か れる こと か 。 私 の 妻 た 
ち を 起こ す の だ 。 現世 で 上 等 な 衣 を まとっ て いる 女性 も 、 来 世 で は 素っ裸 か も し れ な い の 
だ か ら 。"」( ア ル テ ブ ハー リー の 伝承 る 











2 イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 預 言 者 ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は その 晩 世 に 、 イ シャ ー ( 夜 の 礼拝 ) を 率い まし た 。 そ し て 
それ が 終わ る と 、 立 ち 上 が っ て 言い まし た : “あな た 方 は この 日 の 夜 を 見 た か ? 現在 地上 
に ある 者 た ちの 誰 も 、100 年 後に は 生き 長らえ て は いな い の だ 。”"」( ア ル = テ ブ ハ ー リ ー と ム 
スリ ム の 伝承 ) 








3 一 ム ア ー ズ ・ ブ ン ・ ジ ャ バル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は アッ 
ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) と 共に 、“ ウ ファ イル (灰色 )” と 名 付 
けら れ た 1 頭 の ロバ に 同乗 し て いま し た 。 そ し て 彼 は 言い まし た :“ ム アデ アーズ よ 、 ア ッ ラ 














3 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (1586) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1333)。 文 章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
1 サ ヒ ビーフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (101) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2633)。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
8 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (115)。 
3 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (116) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2537)。 文章 は ムスリム の も の 。 
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ー の その し も で に 対す る 権利 と 、 し も べべ の アッ ラー に 対す る 権利 を 知っ て いる か ?” 私 は 
言い まし た : “アッ ラー と その 使徒 が ご 存 知 で す 。” (預言 者 は ) 言い まし た : “アッ ラー の 
その し も ゃ も べべ に 対す る 権利 と は 、 し も べ で が か れ を 崇め 、 そ こ に お いて 何 も の を も か れ と 共に 
配 さ な いこ と で ある 。 そ し て し も べべ の 偉大 か つつ 荘厳 な る アッ ラー に 対す る 権利 と は 、 何 も 
の を も か れ と 共に 配 さ な けれ ば 、 か れ が し も ゃ も 太 を 凛 せ られ な い 、 と いう こと で ある 。” 私 
は 言い まし た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 この こと を 入 々 に 伝え て 表 ば せ て も よい で し ょ う 
か ?” (預言 者 は ) 言い まし た : “(そう する の で は な い 、 彼 ら は ) それ に 頼り 切っ て 人 怠 
け て し まう か ら な 。"」( ア ル テ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 め 

















@⑯ 集まり の 場 の 締め くく り に 言う が ゥ デー ( 寅 願 ) と ズ ィ ク グル ( 唱 念 ) : 





1 一 イブ プン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 、 教 友 た らち の た め に (次 の よう な ) が ゥ デー 
(祈願 ) の 言葉 で も っ て 祈願 する まで は 、 集 まり の 場 を 立つ こと は 減 多 に あり ませ ん で し 
た : “アッ ラー よ 、 私 た ちと あな た へ の 不服 従 と の 間 を 阻む や 、 あ な た へ の 明 怖 の 念 を 私 た 
ちら に お 与え 下さ い 。 そ し て 私 を あな た へ の 天国 へ と 到達 させ て くれ る 、 あ な た へ の 服従 を 。 
そし て あな た が それ で も っ て 現世 で の 災難 を 和らげ て 下さ る 、( あ な た の 宗教 へ の ) 確信 
を 。 ま た あな た が 私 た ち を 生か し 続け て 下さ る 間 、 私 た ち に その 聴覚 と 視覚 と 力 を 堪能 さ 
せ て 下さ い 。 そ し て それ を 未 永く 継続 させ て 下さ い 。 ま た 私 た ち を 抑圧 する 者 た ち に お 報 
い を 与え 、 私 た ち を 敵 に 勝利 させ て 下さ い 。 そ し て 私 た ちの 宗教 に お いて 災厄 を 被 ら せな 
いで 下さ い 。 現世 を 私 た ちの 最大 の 関心 事 や 、 学 議 の 目的 と し な いで 下さ い 。 そ し て 私 た 
ち を いた わら な い 者 を 、 私 た ちの 統治 者 と し な いで 下さ い 。"」 (アッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー の 
伝承 ) 




















2 一 アプ ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ テー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “下らない 戯言 の 多い 集まり に 参 
加 し た 者 で 、 そ こ を 立つ 前 に :「 ア ッ ラ ー よ 、 儲 高 な ある な た を 寿美 と 共に 讃え ます 。 あ な 
た の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な いと 証言 し 、 あ な た の お 赦し を い 、 あ な た に 人 悔 悟 し ま 
す 。」 と 言っ た 者 は 、 そ の 集まり に お いて 起こ っ た (罪深い ) こと に 対し て の お 赦し を 得 
る で あろ う 。"」( ア フ マ ド と アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 %) 











9 化 








2 一 学徒 の 諸 作 法 


@⑯ 学徒 の 座り 方 : 





1 一 ウマ ル ・ プ ブン ・ ア ル テ ハ ッ タ ー プ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 





4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2856) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (30)。 文章 は ムスリム の も の 。 
35 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ ニテ ィ ル ミズ イー (3502) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミ ズィー (2783)。 サ ヒー 
フ ・ ア ル テ ジ ャ ー ミ ッ (1268) 参照 。 
36 真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (10420)、 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (3433) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ 
ィ ル ミズ イー (2730)。 文 章 は アッ テテ ィ ル ミズ イィ イー の も の 。 
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「 私 た ち が あ る 日 アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) と 共に ある 時 、 
純白 の 衣服 を まとい 、 漆 黒 の 髪 の 1 人 の 男 が 私 た ちの も と に 現れ まし た 。 彼 に は 旅 の 形跡 
は あり ませ ん で し た が 、 私 た ちの 誰 1 人 と し て 彼 を 知る 者 は いま せん で し た 。 彼 は 預 言 者 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と まで や っ て 来る と 、 彼 の 両 膝 を 両 腔 に つき 
合わ せる よう に し て 座り 、 彼 の 両手 を その 両 服 の 上 に 置き まし た ・・・( ア ル テ ブ ハー リ 
ご みり ム の 令 承 9 




















2 一 アナ スプ ジ ・ マ ー リ ク (後に アッ ラー の ご 病 悦 あめ あれ) に よれ ば 、 あ る 時 アッ テー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 外出 し た 時 、 ア プ ド ッ ラ ー・ ブ ン ・ フ ザ 
ー フ ァ が 彼 に こう 質問 し まし た :「“ 邊 の 父 は 誰 で すか ?” する と 用 言 者 ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :“ あ な た の 父 は フ ザ ー フ ァ だ 。” それ か ら 多 く の 者 が 
彼 を (好ま し く な い 質 問 で も っ て ) 質問 攻め に する と 、( 預 言 者 は 立腹 し て ) 言い まし 
た : “質問 する が よい 。" する と ウマ ル は 中 き 、 言 いま し た : “私 た ち は ア ッ ラ ー が 主 で あ 
六 こ ど に 、 ま た イス ラー ム が 示 教 で ある こと に 、 で そし て ムハンマド (後に アッ ラー か らち の 
祝福 と 平安 あれ ) が 預言 者 で ある こと に 満足 し まし た %。” する と (預言 者 は ) 洗 黙 し まし 
た 。」 (アル ラブ パー リー の 伝承 対 


























人 @ 学問 の 席 や モス ク に お ける 訓 戒 や 唱 念 の 場 な ど に 積極 的 に 参加 する こと 、 及 びそ の よ 
うな 場 で 座る べき 場所 : 


ウ バ イ ・ ワ ー キ ド ・ ア ッ ニ テラ イス イィ イー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が モス ク で 人 々 と 共に 座っ て いる 時 、3 
人 の 男 た ちら が や っ て 来 ま し た 。 そ の 内 の 2 人 は アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 
と 平安 あれ ) の も と へ と 赴き まし た が 、1 人 は 行っ て し まい まし た 。 そ し て 2 人 は アッ ラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と で 立ち 止ま り 、1 人 は 人 々 の 輪 の 
中 に 空い て いる 場所 を 見 つけ て そこ に 座り 、 も う 1 人 は 彼ら の 後ろ に 座り まし た 。 一 方 3 
人 目 の 男 は と いえ ば 、 立 ち 去 っ て し まい まし た 。 ア デッラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝 
福 と 平安 あれ ) は (話し ) 終わ る と 、 言 いま し た : 「( 件 の ) 3 人 の 男 に つい て 話 そ うか 。 
彼ら の 内 の 1 人 は アッ ラー の 御 許 へ と 向かい 、 ア ッ ラ ー は 役 を 迎え 入れ た 。 もう 1 人 は 恥 
ず か し が っ た た め 、 ア ッ ラ ー も 彼 か ら 恥 ず か し が られ た 。 一 方 も う 1 人 は と 言え ば 、 背 い 
で ち 過 ボ つ た た だ ため 、 デッラ シラ ー も 後 か ら 背 き 立 ち ま ら れ た の だ 。( (デル 伺 グ ハー サー と よぶ スズ 
リム の 伝承 9 









































念 訓 戒 や 唱 念 、 学 習 の 場 な ど で 輪 に な っ て 座る こと : 





7 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (50) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (8)。 文章 は ムスリム の も の 。 
3 訳者 注 : 別 の 伝承 で は この 件 に 関し て 、 ク ルアー ン の % 信 仰 す る 者 た ちよ 、 も し それ が 明らか に な れ ば 、 あ な た 方 
に と っ て 都合 の 悪く な る よう な こと を 質問 する の で は な い 。 * と いう 啓示 が 下っ た と の 言及 が あり ます 。 ウ マル ( 彼 に 
アッ ラー の お 悦び あれ ) の 言葉 は 、 ア ッ ラ ー と その 使徒 が 伝え られ る も の だ け で 満足 し 、 余 計 な 質問 は する 必要 が な い 、 
と いう ムスリム と し て の 彼 の 理想 的 な 態度 を 表明 し た も の で し た 。 
39 ササ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (93)。 
⑳⑫ サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (66) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2176)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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アナ ス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「“ 天 国 の 楽園 に 入っ た ら 、 そ の 草 を 大 
い に 食 む の だ 。” ( 教 友 た ち は ) 言い まし た : “天国 の 楽園 と は 何で すか ?” (アッ ラー の 使 
徒 は ) 言い まし た :“ ズ アク ルル ( 唱 念 ) の (集まり の ) 場 で ある 。"」 (アフマド と アッ テテ 
ィ ル ミズ イィ イー の 伝承 ず ) 














@⑯ 学者 ぐ 年 長者 を 敬う こと : 





1 一 栓 高 の ア ッ ラ ー は こう 仰 ら れ ま し た : 的 信仰 する 者 た ちよ 、 あ な た 方 の 声 を 預言 者 
の 声 よ り も 高く 上 げ て は な ら な い 。 そ し て あな た 方 が 互い に する よう な あか ら さ まな 形 で 、 
彼 に も の を 言っ て は な ら な い 。 そ うす れ ば あな た 方 が 知ら ぬ 間 に 、 あ な た 方 の 行い は 無 に 
帰し て し まう で あろ う 。 還 (クル アー ン 49 : 2) 





2 一 アナ ス ・ ブ プン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 あ る 年 配 の 
男 が 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 会 うた め に や っ て 来 ま し た が 、 人 々 
は すぐ に は 彼 の た め に 席 を 空け ませ ん で し た 。 それ で 交 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 
平安 あれ ) は 言い まし た : “年 少 の 者 を 可愛 が ら ず 、 年 配 の 者 を 敬 わ な い 者 は 私 た ちの 内 
の 者 で は な い 。"」 (アル テ プ ハ ー リ ー と アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 や 











3 一 ウ バ ー ダ ・ ブ ン ・ ア ッ テ = テ サー ミト ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 年 配 者 を 散 わ ず 、 年 少 
者 を 可愛 が ら ず 、 学 者 に 対し て 礼 を 欠く 者 は 、 私 た ちの 内 の 者 で は な い 。」( ア ル テ ハ ー キ 
ム の 伝承 9 





@ 知識 を 備え た 者 の 話 を 傾聴 する こと : 


ジャ リー ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 
と 平安 あれ ) は 別れ の 説教 の 中 で 彼 に こう 言い まし た :「“ 人 々 の 言う こと を よく 聴く の 
だ 。” そし て (続け て ) 言い まし た : “私 の ( 死 ) 後 、 互 い の 首 を 討ち 合う 不信 仰 者 に 舞い 
戻っ て は な ら な い 。"」 (アル ニブ ハー リー と ょ ムスリム の 伝承 ⑳ 








価 知ら な いこ と を 聞い た ら 、 そ れ を 知っ て いる 者 に 分 か る まで 聞く こと : 





1 良好 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ャ ド (12551)、 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (3510)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ 
イル ミズ イー (2787)。 ア ッ テ ニス イル スイ ラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハ ヽ (2562) 参照 。 

セ 真正 な 伝承 。 ア ルー テ ブ ハー リー の アル テア ダブ ・ ア ル ニ テム フラ ド (363) 、 サ ヒー フ ・ ア ルテニア ダブ ・ ア ル テ ム フラ 
ド (272)、 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (1919) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (1565)。 ア ッ テ ス ィ イル 
スイ ラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハ (2196) 参照 。 文章 は アッ ニテ ィ ル ミズ ィ ー の も の 。 

呈 真 正 な 伝承 。 ム スタ ドゥ ラク ・ ア ル テ ハ ー キ ム (421) 、 サ ヒー フ ・ ア ッ テ タ ルギー ブ ・ ワ ・ ア ッ ニ タル ヒー ブ プ (95)。 
サモ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (121) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (65)。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
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イブ ン ・ ア ビー・ ム ライ カ は 、 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 妻 ア ー 

イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が 何 か 彼 女 の 知 ら な いこ と を 聞い た ら 、 そ れ が 分 
か る まで 追求 し 続け た こと 、 そ し て 斑 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 
「 (審判 の 日 ) 清算 を 受け る 者 は 皆 六 を 受け る 。」 と 言っ た こと に 関し 、 アー イシ ャ が 「 至 
高 の ア ッ ラ ー は の それ で その 帳 短 を 右手 に 受け 取る 者 は 、 そ の 清算 を 易しく され る だ ろ 
う 。 還 と 仰 ら れ た で は あり ませ ん か ?」 と 間 い 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 
あれ ) が 「 そ れ は 提示 で ある 。 清算 に お いて 議論 され る 者 は 、 破 滅する の だ 。」 と 答え た 
と と あ 伝え で いま 2 (アル ー グ ハー リー と お ス り の 伝承 ⑳ 











人 @ クル アー ン や その 他 の 学ん だ 知識 を 忘れ な いよ う 和 努力 する こと : 


1 一 アプ ブー・ ム ムー サー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 常 に クル アー ン と 共に あれ 。 私 の 魂 が その 御手 
に 委ね られ て いる お 方 に か け て 。 そ れ は 縛り 綱 に つなが れ た ラク ダ よ り も 素早 く 逃 げ 去 っ 
て し まう も の な の だ か ら 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 る ⑮) 











2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は アッラー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) か ら 2 つの 入れ 物 (つま り 伝 承 の こと ) を 受け 
継ぎ ず 、 そ れ ら を 守護 し た 。 そ の 1 つ は 既に 伝え た も の で あり 、 も う 1 つ は も し 口外 すれ ば 
この 食道 が 断ち 切ら れる と ころ の も の で ある "。」( ア ル テ ブ ハー リー の 伝承 ⑨ 





@ 集中 し 座 聴 する こと : 





至高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ ま し た : 実に その 中 に は 理性 を 備え 、 よ く 聴 き 、 集 中 し 
て 理解 に 努め る 者 た ち へ の 訓 戒 が ある の で ある 。 四 (クル アー ン 50 : 37) 


人 @ 学究 の た め に 旅立ち 、 そ こ に お ける 困難 に 耐え 、 知 識 の 更 な る 増加 を 求め 、 あ ら ゆ る 
状況 に お いて 慎 ま し く あ る こと : 





イブ ン ・ ア ッ バ パース (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は アッ ラー の 
使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た : “ムー サー が イ 
スラ エル の 民 の 者 た ちと いる と 、1 人 の 男 が や っ て 来 た 。 彼 は (ムー サー に ) 言っ た :! あ 
な た より 学識 ある 者 を 知っ て いる か ?」 ムー ザー は 言っ た : | いい で や 、」 する と アデ タッ ラー は ふみ 








人 千 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (103) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2876)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

⑯ サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5033) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (791)。 文章 は アル ニテ ブ ハー リー の も の 。 

Y 訳 者 注 :・「 も し 口外 すれ ば この 食道 が 断ち 切ら れる 」 伝 承 と は 、 不 正 と 抑圧 の 徒党 の 悪 を 批判 する 類 の も の で 、 彼 ら 

が それ を 聞け ば 彼 を 打ち 首 に し て し まう よう な 意味 の 伝承 、 あ る い は 余り に 衝撃 的 な 様々 な 恐怖 を 描写 し て いる 審判 の 
日 や 来世 に 関す る 伝承 で は な いか 、 と いっ た 説 が あり ます が 、 真 相 は 不明 で す 。 い ずれ に せよ 、 教 友 ア プー・ フ ライ ラ 

( 彼 に アッ ラー の お 悦び あれ ) は イス ラー ム に お ける 大 き な 禁 忌 で ある 「 知 識 の 隠蔽 」 を 行う は ず は あり ませ ん か ら 、 

その 伝承 が 全く 知ら れ て いな いも の で ある こと は な いで し ょ う (イブ ン ・ ハ ジャ ル 著 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ーー 解釈 
「 フ ァ ト ゥ ッ フ ・ ア ル テ バ ー リ ー」 参 照 )。 

8 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (120)。 
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ー サ ー に こう 啓示 され た :「 い や 。 わ れ ら が し も ベ ハ デア がい る 。」 ムー サー は 彼 に 会 う 
方 法 を 尋ね 、 そ し て アッ ラー は 1 匹 の 魚 を その 目印 と され た 。 

そし て (アッ ラー は ムー サー に ) 仰っ た :「 あ な た が 魚 を 見 失っ た 時 、( 道 を ) 戻る の だ 。 
そう すれ ば あな た は 彼 と 出会え ん る だ ろう 。」 そ し て ムー サー は (小間 使い の 若者 を 連れ 
て ) 海 に 魚の 跡 を 追っ た 。 す る と 若者 は ムー サー に 言っ た :「 ほ ら 、 岩 (の 所 ) で 休ん だ 
時 が あっ た で し ょ う ? 私 は (その 時 ) 魚 を 忘れ て 来 て し まっ た の で す 。 私 に それ を 思い 出 
す の を 忘れ させ た の は 、 シ ャ イタ ー ン (悪魔 ) 以外 の 何者 で も あり ませ ん 。」( ム ー サ ー 
は ) 言っ た :「 そ れこ そ 私 た らち の 望ん で いる も の 。」 そ し て 来 た 足 跡 を 辿っ て 戻っ て 行く と 、 
2 人 は ハデ ィ ん を 見 つけ まし た 。 これが 僅 大 か つ 昔 厳 な る アッ ラー が 、 そ の 世 典 の 中 で 語 
られ た 出来 事 の 1 部 で す 。"」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 ⑮) 











@⑯ 知識 を 信 欲 に 求め る こと : 

アプ ヴ ーママ ク アラ イラ (後に アッ ラー の ご 満 避 あ れ ) は 言い まし た :「 誰 か が 言い まし た : 
“アッ ラー の 使徒 よ 、 審 判 の 日 に あな た の と りな し に お いて 最も 良き 目 を 見 る の は 誰 で し 
ょ うか ?” アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “アブ 
ー・ フ ライ ラ よ 、 あ な た の ハデ ィ ー ス (預言 者 の 伝承 ) に 対す る 熱意 は 知っ て いる 。 私 は 
あな た より 先 に 、 こ の こと に つい て 誰か が 私 に 誤 ね る と は 思っ て いな か っ た の だ 。 審判 の 
日 に 私 の と りな し に お いて 最も 良き 目 を 見 る の は 、「 ラ ジー・ ア ジー ハ ・ ア ブッ テッ クー ( ア 
ッ ラ ー の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な い )」 と 心 、 あ る い は 魂 か ら 真 琴 に 告白 し た 者 で あ 
る 。”"」( ア ル = テ ブ ハ ー リ ー の 伝承 %9) 











@ 知識 を 書 に し た た め る こと : 








一 が アー ャ ジュ ハイ ジア は 言い まし た (私 は デリ ー に 衣 い まし た : あな た 放 の も と 
人 寺本 は あり ます か 4 條 は ) 言い あし た > いん 、 クル アーン と 。 ムスリム が (それ に 
つい て ) 理解 し た と ころ の も の と 、 こ れ ら の 書 だ け で す 。” 私 は 言い まし た : “これ ら の 書 
に は 何 が 書い て ある の で すか ?" ( 彼 は ) 言い まし た : “ 血 債 と 捕虜 (に つい て の 法規 定 ) 
で す 。 そ し て ムスリム が (報復 刑 に お いて ) 不信 仰 者 ゆえ に 死刑 に 娘 さ れる 事 は あり ませ 
ん 。“"」 (アルテ ニブ ハー リー の 伝承 り ) 




















2 一 アプ ブー・ フ ライ ラ ( 役 に ア ッ ラ ー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) の 教 友 た ちの 中 で 、 彼 か ら の 伝承 を 私 より 多く 伝え る 者 は な 
い 。 し か し アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ア ムル だ け は 別 だ 。 彼 は (伝承 を ) 書き 留め て いた が 、 
私 は 書き 留め て いな か っ た の だ 。」( ア ル テ ブ ハー リー の 伝承 の ) 





9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (7④) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2380)。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
39 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (99)。 
3 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (111)。 
2 サ ヒ ー フ ブフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (113)。 
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@⑯ 自ら 質問 する の が た め ら われ る よう な こと を 、 誰 か 他 の 者 に 頼ん で 誠 い て 貰う こと : 





アリ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は よく (精液 の 発射 に 先駆 け 
て 出る ) 潤滑 液 を 漏らし て し まう 性 質 で あっ た が 、 聞 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平 
安 あ れ ) に その こと を 誠 ね る の は 、 彼 の 娘 が 私 の 妻 で あっ た ゆえ に た め ら われ た 。 それで 
私 は アル ニ ミ ク ダー ド ・ ブ ン ・ ア ル テ ア スワ ド に 頼み 、 そ の こと を 彼 に 誤 い て 貰っ た 。 す 
る と 彼 は ( 聞 言 者 が こ う 言 っ た と ) 言っ た : “男性 器 を 洗浄 し 、 光 が ラー を する の だ 。"」 








⑯ イマ ー ム が 説教 する 時 、 彼 の 近く に ある こと : 


サム ラ ・ ブ ン ・ ジ ュ ン ドッ プ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 説 教 の 場 に 参加 し 、 イ マー ム に 
1 し まい に は 天国 に 

は 入れ さえ すれ ば いい と し て 、 そ こ に お ける 位階 に お いて まで 控え 目 に な っ て し まう の だ 
0 の 














@ (イス ラー ム 法 に か な う ) 集まり に お ける 諸 作法 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら ちら れ まし た : 釣人 信 仰 す る 者 た ちよ 、 集 まり の 場 で 「 場 所 を 
空け て 下さ い 。」 と 言わ れ た ら 、 場 所 を 空け て や る の だ 。( そ うす れ ば ) アッ ラー が あな た 
方 の た め に (天国 の ) 場所 を 空け て 下さ る で あろ う 。 そ し て (礼拝 、 あ る い は ジハード な 
どの た め に ) 「 立 ち 上 が りな さい 。」 と 言わ れ た ら 、 立 ち 上 が る の だ 。 ア ッ ラ ー は 、 あ な た 
方 の 内 で 信仰 する 者 た ちと 知識 を 与え られ た 者 の 位階 を 上 げ ら れる 。 ア ッ ラ ー は あな た 方 
が 行う こと を 実に よく 通 時 され て お られ る 。 (クルアーン 58 : 11) 


2 一 イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 自 分 が そこ に 座る た め に 、 誰 か が 座っ て いる の 
を 立た せ て は いけ な い 。 し か し 場所 を 広げ 、( そ の 者 が 座れ る だ け の ) 空き 場所 を 作っ て 
Aoi0O だ (ウッ ルル レージ パー リー と みあ ペリ ス の 倒 承 99) 





HH 
アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :「 座 っ て いる 場所 か ら 立 ち 上 が り 、 ま た 
20 











4 一 ジャ ー ビ ル ・ プ ブン ・ サ ムラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 た ち が 
HB は (集まり 




















8 訳者 注 : イス ラー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心 身 の 清浄 化 を 意図 し た 体 の 各部 位 の 洗浄 。 
良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ビー・ ダ ー ウ ー ド (1108)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (980)。 

サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6270) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2177)。 文章 は ムスリム の も の 。 

3 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2179)。 


cm 
トド 


gm 
Ei 
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の 場 の ) 一 番 端 に まで 行っ て 腰 を 下ろ し た も の で す 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝 
承 %) 


5 一 アム ル ・ ブ ン ・ シ ュ ア イブ (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が その 父 、 そ の 父 が そ 
の 祖父 、 そ の 祖父 が アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) か ら 伝え る と 
ころ に よる と 、 彼 は こう 言い まし た :「2 人 の 男 の 間 に 座る 時 は 、 彼 ら の 許し を 請う の だ 。」 
(デジ ーッ グー ツー の 信 才 9 





6 一 アッ テニ シャ リー ド ・ ブ ン ・ ス ワイ ド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 
「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が 私 た ちの も と に や っ て 来 た 時 、 
私 は この よう に 座っ て いま し た : つま り 左 手 を 背中 の 後方 に 回 し 、 両 手 の 掌 で も っ て 体 を 
天 和 て いま し だ た だ 。 する と 彼 は ( 和 に ) こう 言い まし た アデ アッ ラー が お 乱 り に な られ た 者 
た ちの 座り 方 を する の か ? ”"」( ア フ マ ド と アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の 伝承 %⑮) 




















7ー イ ブン ・ マ スウ ー ド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “あな た 方 が 3 人 で いる 時 、1 人 を 
そっ ちの け に し て 2 人 だ け で 内 緒 話 を し て は いけ な い 。 そ の よう な こと は 彼 を 悲し ませ る 
で あろ うか ら 。"」( ア ル ニ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ⑳) 











57 真 1 





E な 伝承 。 ス ナン ・ ア ビー・ ダ ー ウ ー ド (4825) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4040)、 ス ナン ・ ア 
ッ ー テ ティル ミズ ィ イー (2725) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ = テ ティル ミズ イー (2193)。 

叶 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ビー・ ダ ー ウ ー ド (4844) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4054)。 

真正 が 伝 球 。 ふ ス ナド ・ ア フ マ ド (19683)。 チン シュ アデ ドー ニュ ダー ゆー ド 646)。 ビー テ ュ ス ナシ ミア アーデ 
ー ウ ー ド (4058)。 

9 ササ ヒー ブ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6290) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2184) 。 文章 は ムスリム の も の 。 
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